
 

 

 

 

 

 

 
     
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小数や分数のたし算のしかたについて考えよう 小学校 

 
指導資料 

ワークシート活用場面例 

「課題チャレンジ 小数や分数のたし算のしかたについて考えよう」では，それぞれのたし
算の場面を考えることを通して，小数でも分数でも，もとにする大きさのいくつ分とみること
で，整数のたし算と統合的に考えることができることを示しています。ここでは，その活用場
面例を紹介します。 

 ポイント  

 第３学年 １１月 「分数」 

 第５学年 ９月 「分数のたし算とひき算」 

 第４学年 １１月 「小数」  

児童 

児童 

たとえば，
1

5
+

3

5
 のように， 

分母の大きさが等しい分数のたし算 

だったら， 
1

5
 のいくつ分で考えることができました。 

だから， 

分母の大きさがちがう分数は， 

もとにする分数の大きさをそろえれば， 

いいと思います。 

たとえば， 
1

4
+

2

3
 だったら， 

もとにする分数を 
1

12
 にすると 

1

12
 のいくつ分で考えることが 

できます。 

先生 

小数は， 
0.01 のいくつ分かを考えて， 
整数のたし算にして考えること 
ができました。 
もとにする大きさの 
いくつ分で考えると， 
整数のたし算になるところが， 
共通しています。 

小数でも分数でも 
もとにする大きさを 
いくつにするとよいか考えれば， 
たし算ができることに 
気付くことができましたね。 先生 

今までに学習した 

分数のたし算のしかたをもとにして， 

考えることができましたね。 

小数のたし算のしかたと 

共通していることはありますか。 

分母の大きさがちがう分数のたし算のしかた
を考える場面です。 表 

裏 

表 

裏 

裏 

表 


